
— 1 —

発　行	 石川県社会教育協会
事務局	 〒 921-8105
	 金沢市平和町1丁目3-1
	 石川県平和町庁舎内
	 TEL（076）223-9583

発行人	 会長　新村　健了

第　26　号
平成 28 年 8 月 31 日　発行

去
る
六
月
十
二
日
（
日
）、
平
成

二
十
八
年
度
定
例
総
会
に
続
い
て
、
石

川
県
社
会
教
育
協
会
創
立
七
十
周
年
記

念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
（
石
川
県
立
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
創
立
五
十
周
年
記
念

祝
賀
会
に
併
せ
て
合
同
開
催
）
を
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
に
お
い
て
挙
行
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
県
教

育
長
田
中
新
太
郎
様
、
厚
生
文
教
委
員

会
副
委
員
長
安
居
知
世
様
を
は
じ
め
委

員
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
頂
く
と
と
も
に
、

百
二
十
名
余
り
の
関
係
者
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
七
十
周
年
を
盛

大
に
祝
う
こ
と
が
で
き
た
の
も
偏
に
皆

様
方
の
お
陰
で
あ
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
日
、
編
集
委
員
の
皆
様
が

全
力
を
注
い
で
く
れ
た
七
十
周
年
記
念

誌
「
接
点
」
も
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
本
協
会

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ま
と
め
、
課
題

を
整
理
し
、
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の

展
望
と
本
協
会
の
方
向
性
を
多
少
な
り

と
も
示
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
記
念
誌
に
祝
辞
を
お
寄
せ
頂

く
と
と
も
に
、
表
紙
題
字
『
接
点
』
の

揮
毫
を
賜
っ
た
県
知
事
谷
本
正
憲
様
は

じ
め
記
念
誌
発
刊
に
快
く
ご
協
力
頂
い

た
県
教
育
委
員
会
、
社
会
教
育
諸
団
体

及
び
会
員
各
位
に
対
し
て
改
め
て
深
く

な
ど
、
十
九
の
加
盟
社
会
教
育
団
体
が
、

地
域
に
根
差
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社

会
づ
く
り
の
た
め
に
熱
心
に
活
動
を
続

け
て
お
り
、
関
係
者
の
日
頃
の
ご
尽
力

に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
協
会
創
立
か
ら
七
十
年

を
迎
え
る
今
日
、
日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
も
大
き
く
変
わ
り
、
価
値
観
の

多
様
化
、
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
な

ど
が
進
み
、
地
域
社
会
の
一
体
感
が
薄

れ
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
を

き
た
す
な
ど
、
社
会
教
育
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
社
会

の
皆
さ
ん
が
心
豊
か
に
助
け
合
っ
て
生

き
る
社
会
の
実
現
に
あ
り
ま
す
。
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
、
積
極
的
に
社
会
参

加
・
貢
献
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
地
域

社
会
の
課
題
に
つ
い
て
学
習
し
、
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
通
し
て
、
絆
や

連
帯
感
を
取
り
戻
す
な
ど
、
こ
の
面
で

の
社
会
教
育
活
動
の
活
性
化
と
積
極
的

な
取
り
組
み
、
そ
し
て
生
涯
学
習
の
振

興
が
益
々
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
創
立
七
十
周
年
を
契
機

に
、
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
に
も
参
加
い

た
だ
け
る
魅
力
あ
る
協
会
づ
く
り
に
努

め
る
と
と
も
に
、
豊
か
で
生
き
が
い
あ

る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
社
会
教

育
及
び
生
涯
学
習
の
更
な
る
発
展
に
尽

く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
か
皆
様
方
に
は
石
川
県
社
会
教
育
協

会
の
発
展
の
た
め
に
、
今
後
と
も
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
石
川
県
社
会
教
育
協
会
は
、

戦
後
ま
も
な
い
昭
和
二
十
三
年
九
月

に
、
日
本
復
興
の
担
い
手
の
育
成
な
ど

に
社
会
教
育
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い

と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
本
県
に
お
け
る
社
会
教
育
及

び
生
涯
学
習
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
す

る
目
的
の
も
と
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
戦
後
社
会
の
困
難
な
時
期
を
含

め
、
こ
の
間
、
歴
代
会
長
は
じ
め
諸
先

輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
足
跡
は

大
き
く
、
県
内
社
会
教
育
の
活
動
に
与

え
た
影
響
は
計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
社
会
教
育
の

意
義
を
再
評
価
す
る
動
き
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
県
内
で
は
、
小
松
市
社
会
教

育
協
会
を
は
じ
め
七
鹿
社
会
教
育
協
会
、

公
民
館
連
合

会
、
新
生
活

運
動
協
議
会
、

青
年
団
協
議

会
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
及

び
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
連
盟
、

県
及
び
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
、
生
涯
学

習
講
師
の
会

～
創
立
七
十
周
年
を
祝
う
と
と
も
に

協
会
発
展
の
足
が
か
り
に
！
～

石
川
県
社
会
教
育
協
会

会
長
　
新
　
村
　
健
　
了
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石
川
県
社
会
教
育
協
会
の
平
成
二
十
八

年
度
理
事
会
・
総
会
が
六
月
十
二
日（
日
）

午
後
、Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。最
初
に
新
村
会
長
及
び
県
生
涯

学
習
課
網
本
課
長
補
佐
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会
長
か
ら
は
、本
協
会
は
皆
様
の
ご
尽

力
に
よ
り
、新
規
加
入
会
員
が
増
え
、会

員
数
は
現
在
百
九
十
一
名
と
な
っ
て
い

る
、冊
子「
接
点
」に
つ
い
て
も
会
員
の
皆

様
か
ら
の
寄
稿
に
よ
り
内
容
も
毎
年
充
実

し
て
き
て
い
る
。ま
た
、七
十
周
年
記
念
誌

に
つ
い
て
は
、多
く
の
方
々
か
ら
原
稿
を

い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、記
念
誌
編
集
に
関
わ
っ
た
編
集
委
員

の
方
々
や
事
務
局
に
も
大
変
感
謝
し
て
い

る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
総
会
の
前
に
平
成
二
十
七
年
度
石

川
県
社
会
教
育
協
会
功
労
者
表
彰
が
行
わ

れ
、当
協
会
や
地
域
で
の
社
会
教
育
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
五
名
の
方（
次
頁
）に
新
村

会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
協
会

創
立
七
十
周
年

記
念
事
業
と
し

て
長
年
、当
協

会
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
方
々

に
対
す
る
社
会

教
育
振
興
顕
彰

が
行
わ
れ
五
十

二
名
を
代
表
し

て
成
之
坊
理
事

に
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、長
年
、社
会
教
育
協
会
に
ご
尽
力

さ
れ
、こ
の
度
、勇
退
さ
れ
る
小
寺
様
に
対

し
て
、そ
の
ご
功
績
を
た
た
え
、会
長
か
ら

感
謝
状
及
び
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、議
長
に
左
古
理
事
が
選
出
さ

れ
た
後
、議
事
に
入
り
、最
初
に
平
成
二
十

七
年
度
の
事
業
報
告
、収
支
決
算
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
計
画

及
び
平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算
案
が
説

明
さ
れ
、審
議
の
後
、い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
教
育
協
会

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
」実
施

①
七
十
周
年
記
念
誌
発
行

七
十
周
年
記
念
誌「
接
点
」を
発
行
し
ま

し
た
。紙
上
座
談
会
、「
70
周
年
に
想
う
」な

ど
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。な
お
、表
紙
題
字

は
谷
本
知
事
か
ら
揮
毫
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
七
十
周
年
記
念
社
会
教
育
振
興
顕
彰 

長
年
、当
協
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
に
対
し
て
社
会
教
育
振
興
顕
彰
が
行

わ
れ
、総
会
の
席
上
五
十
二
名
を
代
表
し

て
成
之
坊
理
事
に
会
長
か
ら
表
彰
状
を
授

与
し
ま
し
た
。（
再
掲
）

③
七
十
周
年
記
念「
講
演
会
」

講
師　

石
浦 

章
一
氏

　

東
京
大
学
名
誉
教
授
、同
志
社
大
学

　

生
命
医
学
部
特
別
客
員
教
授

演
題　

�

い
つ
ま
で
も
老
い
な
い
脳
を
つ

く
る
10
の
生
活
習
慣

講
演
会
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
二
百
二
十
六
名
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
、

講
師
か
ら
は
健
康
で
長
生
き
す
る
秘
訣
に

つ
い
て
例
を
挙
げ
な
が
ら
楽
し
く
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
講
演
会
は
県
教
育
委
員
会

の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

④
七
十
周
年
記
念
祝
賀
会

平
成
二
十
八
年
度
総
会
の
後
、Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
金
沢
で
県
立
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
五
十
周
年
記
念

祝
賀
会
と
併
せ
、協
会
創
立

七
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
田
中
県
教
育

長
と
新
村
会
長
の
挨
拶
の

後
、安
居
厚
生
文
教
委
員
会

副
委
員
長
、関
戸
県
公
民
館

連
合
会
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
後
、杉
本
当
協
会
顧
問
よ
り
乾
杯

の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
終
始
和
や
か
に
歓

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、当
日
出
席
さ
れ
た
全
員
の
皆
様

に
社
会
教
育
協
会
創
立
七
十
周
年
記
念
誌

「
接
点
」を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、欠

席
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
に
は
後
日
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
平
成
28
年
度
理
事
会
・
総
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
社
会
教
育
協
会

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認

多くの会員が参加した今年度総会

当協会顧問杉本様からの
乾杯のご発声

祝賀会における新村会長挨拶

平成28年度予算書
一般会計

収入の部
科　目 予算額（円）
会　費 498,000
補助金 470,000
寄付金 0
繰越金 31,315
諸収入 685
合　計 1,000,000

支出の部
科　目 予算額（円）
事業費 705,000
会議費 115,000
事務費 177,000
予備費 3,000

合　計 1,000,000

特別会計
収入の部

科　目 金　額（円）
繰越金 533,207
繰入金
諸収入
合　計 533,207

支出の部
科　目 金　額（円）
事業費 533,207
合　計 533,207

平成27年度決算書
一般会計

収入の部
科　目 決算額（円）
会　費 498,000
補助金 470,000
寄付金 0
繰越金 29,541
諸収入 85
合　計 997,626

支出の部
科　目 決算額（円）
事業費 704,114
会議費 103,003
事務費 149,194
繰出金 10,000
合　計 966,311
次年度繰越金　31,315円

特別会計
収入の部

科　目 金　額（円）
繰越金 523,098
繰入金 10,000
諸収入 109
合　計 533,207

支出の部
科　目 金　額（円）
事業費 0
合　計 0

（三井住友信託銀行積立）
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顧　

問

木
本　

利
夫
（
前
県
議
会
議
員
）

　

〃

○
杉
本　

栄
蔵
（
中
能
登
町
長
）

　

〃

小
寺　

昭
久
（
前
参
与
）

　

〃

道
端
孫
左
ェ
門�

（
前
参
与
）

参　

与

篠
原
恵
美
子
（
県
教
委
）

　

〃

旭　
　

直
樹
（
加
賀
市
）

　

〃

山
岸　

善
二
（
白
山
市
）

　

〃

山
本　

敏
久
（
七
尾
市
）

　

〃

鈴
森　

庸
雄
（
鹿
島
郡
）

　

〃

谷
内　

厚
子
（
金
沢
市
）

　

〃

梶
本　

逸
子
（
金
沢
市
）

会　

長

新
村　

健
了
（
県
教
委
）

副
会
長

近
藤　

繁
彦
（
県
生
涯
セ
）

　

〃

関
戸　

正
彦
（
県
公
連
）

　

〃

勝
木　

育
夫
（
小
松
市
）

　

〃

土
室　
　

完
（
金
沢
市
）

　

〃

濱
田　
　

繁
（
鹿
島
郡
）

常
任
理
事

梅
田　

和
秀
（
金
沢
市
）

郡
市
理
事

上
田　

政
憲
（
加
賀
市
）

　

〃

白
村　

浩
邦
（
小
松
市
）

　

〃

清
丸　

亮
一
（
小
松
市
）

　

〃

中
嶋　

敏
一
（
能
美
市
）

　

〃

盛
田　

義
弘
（
白
山
市
）

　

〃

本
多　

郁
夫
（
野
々
市
市
）

　

〃

山
本　

武
之
（
金
沢
市
）

　

〃

作
本　

邦
彦
（
金
沢
市
）

　

〃

小
原　

晴
樹
（
金
沢
市
）

　

〃

岩
本　

弘
子
（
金
沢
市
）

　

〃

坂
本　
　

清
（
か
ほ
く
市
）

　

〃

坪
内　

健
一
（
河
北
郡
）

　

〃

川
口　

絹
子
（
羽
咋
市
）

　

〃

廣
橋　
　

賢
（
羽
咋
郡
）

　

〃

林　
　

榮
一
（
鹿
島
郡
）

　

〃

蔵　
　

定
伸
（
七
尾
市
）

　

〃

堀
岡　

啓
吾
（
七
尾
市
）

郡
市
理
事

竹
野　

博
正
（
鳳
珠
郡
）

　

〃

左
古　
　

隆
（
輪
島
市
）

　

〃

成
之
坊
良
輔
（
珠
洲
市
）

団
体
理
事

浅
野　

秀
重
（
金
大
社
会
教
育
研
）

　

〃

平
野　

恒
男
（
県
図
書
館
協
）

　

〃

石
野　
　

周
（
県
視
聴
覚
協
）

　

〃

正
木　
　

明
（
県
子
連
）

　

〃

釜
谷
美
智
子
（
県
児
童
館
連
）

　

〃

林　
　

貴
江
（
県
新
生
活
協
）

　

〃

○
能
木
場
由
紀
子�

（
県
婦
協
）

　

〃

北
川　

和
也
（
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
）

　

〃

○
村
太　

健
二
（
県
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
）

　

〃

○
吉
野　

輝
子
（
県
青
協
）

　

〃

野
田　

政
弘
（
Ｂ
Ｓ
県
連
）

　

〃

○
市
村　

絹
江
（
Ｇ
Ｓ
県
連
）

　

〃

山
本　

紀
子
（
講
師
の
会
）

　

〃

山
内
ミ
ハ
ル
（
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話

）

　

〃

○
藤
原　

智
城
（
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会

）

　

〃

村
戸　

建
二
（

）

監　

事

中
川　

泰
邦
（
金
沢
市
）

　

〃

吉
田　

亮
一
（
白
山
市
）

幹
事
長

森
澤　

哲
雄
（
県
生
涯
セ
）

幹　

事

○
網
本　

弘
志
（
県
教
委
）

　

〃

村
澤　
　

勉
（
元
県
生
涯
セ
）

　

〃

石
江　

政
信
（
県
公
連
）

　

〃

木
原　

宗
信
（
元
県
生
涯
セ
）

　

〃

湊　
　

義
昌
（
元
県
生
涯
セ
）

　

〃

大
家
久
美
子
（
金
沢
市
）

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

県
立
図
書
館
は
、移
転
整
備
に
向
け
、基

本
構
想
の
策
定
な
ど
具
体
的
な
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。県
立
図
書
館
は
、こ
れ
ま
で

も
県
の
中
核
図
書
館
と
し
て
、県
民
の
多
様

な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。関

係
団
体
に
は
、石
川
県
図
書
館
協
会（
公
共
・

大
学
・
学
校
・
専
門
図
書
館
等
六
団
体
・
六

十
館
）、石
川
県
公
共
図
書
館
協
議
会（
県
・

十
一
市
・
八
町
・
三
十
九
館
）が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
、公
共
図

書
館
の
蔵
書
を
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
か
ら
横
断
検
索
し
、近
く
の
図

書
館
に
無
い
資
料
で
も
他
館
か
ら
取
り
寄

せ
近
く
の
館
で
借
り
返
せ
る
と
い
う
、相

互
貸
借
を
進
め
て
い
ま
す
。当
館
の
蔵
書

も
、ネ
ッ
ト
上
か
ら
検
索
で
き
、利
用
者

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
予
約
し
て
、お
近
く
の

館
で
借
り
返
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、

各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
、い
ろ
い

ろ
な
調
査
相
談（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）を
行
っ

て
い
ま
す
。

新
た
に
、貴
重
資
料
や
大
型
絵
図
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
っ
て
お
り
、情
報
通
信
機

器
で
手
軽
に
閲
覧
で
き
、資
料
の
活
用
に

繋
が
る
よ
う
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。ま

た
、企
画
展
示
・
講
習
会
・
講
演
会
な
ど
も

開
催
し
て
い
ま
す
。皆
様
の
更
な
る
図
書

館
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
川
県
立
図
書
館
長　

平
野
恒
男

（
石
川
県
社
会
教
育
協
会
理
事
）

生
涯
学
習

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会

平
成
二
十
七
年
度

社
会
教
育
功
労
者
表
彰

○
本　
　

珖
恵
氏
（
野
々
市
市
）

　

☆
こ
れ
ま
で
の
功
績

・
県
生
活
学
校
連
絡
会
会
長

・
県
消
費
生
活
審
議
会
委
員

・
県
女
性
セ
ン
タ
ー
評
議
会
委
員

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

い
し
か
わ
理
事  

等
地
域
活
動
に
精
励

○
西　
　

継
一
氏
（
加
賀
市
）

　

☆
こ
れ
ま
で
の
功
績

・
片
山
津
地
区
ま
ち
づ
く
り
生
涯
学
習
部
長

・
広
報
か
た
や
ま
づ
編
集
委
員
長

・
加
賀
市
公
民
館
連
合
会
役
員

・
片
山
津
小
学
校
評
議
員 

そ
の
他
地
域
活
動

に
精
励

○
池
岸　

雅
弘
氏
（
能
登
町
）

　

☆
こ
れ
ま
で
の
功
績

・
旧
能
都
町
テ
ニ
ス
協
会
会
長

・
旧
能
都
町
体
育
協
会
会
長

・
能
登
町
体
育
協
会
副
会
長

・
能
登
町
社
会
教
育
委
員
副
議
長

　

そ
の
他
地
域
活
動
に
精
励

○
木
原　

宗
信
氏
（
金
沢
市
）

　

☆
こ
れ
ま
で
の
功
績

・
県
社
会
教
育
協
会
幹
事
長

・
県
社
会
教
育
協
会
監
事

・
金
沢
市
公
民
館
文
化
部
協
議
会
理
事

・
金
沢
市
伏
見
台
公
民
館
文
化
部
長

　

等
協
会
及
び
地
域
の
活
動
に
精
励

○
湊　

義
昌
氏
（
白
山
市
）

　

☆
こ
れ
ま
で
の
功
績

・
県
社
会
教
育
協
会
幹
事
長

・
白
山
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員

・
県
社
会
教
育
協
会
幹
事

　

等
協
会
及
び
地
域
の
活
動
に
精
励

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

■「
接
点
」の「
会
員
の
広
場
」原
稿
を
募
集

○
テ
ー
マ	
提
言
や
近
況
な
ど

○
字　

数	

四
百
字
以
内

○
締　

切	

平
成
二
十
八
年
十
二
月
末

○
問
い
合
わ
せ
又
は
提
出
先

　

本
誌
一
頁
右
上　
（
担
当　

森
澤
）

祝
　
平
成
二
十
八
年
春
の
叙
勲

　

平
成
二
十
八
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
本

会
会
長（
県
教
育
委
員
会
い
し
か
わ
師
範

塾
塾
頭
）で
あ
る
新
村
健
了
氏
が
瑞
宝
小

綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。会
員
一
同
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度

〜
二
十
八
年
度
　
社
会
教
育
協
会
・
役
員
一
覧　
（
〇
印
は
新
任
）

社
教
春
秋
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県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

課　

長�

篠
原
恵
美
子

課
参
事
兼
課
長
補
佐�

〇
熊
谷　

省
吾

　

◎
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ

課
長
補
佐
（
Ｇ
Ｌ
）�

村
木　
　

茂

　

◎
社
会
教
育
・
心
の
教
育
グ
ル
ー
プ

課
長
補
佐
（
Ｇ
Ｌ
）�

〇
網
本　

弘
志

　
　

《
社
会
教
育
担
当
》

課
長
補
佐�

〇
小
山
内
裕
之

　
　

《
青
少
年
家
庭
教
育
担
当
》

課
長
補
佐�

清
水
由
美
子

　
　

《
心
の
教
育
担
当
》

課
長
補
佐�

中
尾　

知
巳

小
松
教
育
事
務
所
長�

高
橋　

正
英

金
沢
教
育
事
務
所
長�
○
高
島　

伸
成

中
能
登
教
育
事
務
所
長�
升
屋　

和
夫

奥
能
登
教
育
事
務
所
長�
高
野　
　

勝

　
　
　
　
　
　

「
第
２
期
石
川
の
教
育
振
興
基
本
計
画
」

の
実
現
に
向
け
て

県
で
は
、平
成
二
十
八
年
三
月
に「
第
２

期
石
川
の
教
育
振
興
基
本
計
画
」を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。教
育
振
興
基
本
計
画
は
、

教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
方
針
及
び
講
ず
べ
き
施
策
、そ

の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
基
本
的
な
計

画
で
す
。本
県
で
は
、平
成
二
十
三
年
一
月

に
計
画
期
間
を
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の

十
年
間
と
す
る「
石
川
の
教
育
振
興
基
本

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
が
、昨
年
度
、計

画
の
中
間
年
を
迎
え
、こ
の
間
の
社
会
情

勢
の
変
化
や
教
育
を
め
ぐ
る
新
た
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
内
容
を
見
直
し
、平
成

二
十
八
年
度
以
降
の
教
育
行
政
の
指
針
と

な
る
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
計
画
は
、県
政

の
総
合
的
指
針
で
あ
る「
石
川
県
長
期
構

想
」の
教
育
分
野
の
指
針
で
あ
る
と
同
時

に
、知
事
が
策
定
す
る
本
県
の「
教
育
に
関

す
る
大
綱
」と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
般
策
定
し
た
新
た
な
計
画
で
は
、基

本
理
念
で
あ
る「
未
来
を
拓
く
心
豊
か
な

人
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て
、「
地
方
創

生
の
動
き
を
踏
ま
え
た
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
」、「
教
員
の
世

代
交
代
を
踏
ま
え
た
優
秀
な
教
員
志
望
者

の
確
保
と
養
成
」、「
家
庭
教
育
支
援
の
推

進
や
県
立
図
書
館
の
移
転
・
建
替
え
」、「
東

展 

望

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
を
見
据
え
た
取
組
の
充
実
」な
ど
を
盛

り
込
み
、今
後
五
年
間
に
お
け
る
本
県
教

育
の
め
ざ
す
姿
と
施
策
の
方
向
性
を
明
記

い
た
し
ま
し
た
。生
涯
学
習
・
社
会
教
育

に
関
し
て
は
、「
社
会
全
体
で
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
の
向
上
を
推
進
す
る
こ
と
」、

「
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
」を
基
本
目
標
に
掲

げ
、心
の
教
育
の
充
実
や
、地
域
ぐ
る
み
に

よ
る
学
校
教
育
へ
の
支
援
、親
学
び
支
援

の
充
実
、全
世
代
を
通
じ
た
学
び
の
機
会

の
充
実
な
ど
を
主
な
取
組
と
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
で
は
、社
会
教
育
協
会
の

皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る「
グ
ッ

ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
ほ
か
、「
肝

心
か
な
め
の
一
年
生
塾
開
催
支
援
事
業
」、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
適
正
利
用
推
進
事

業
」、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
in
本
多
の

森
」な
ど
の
諸
事
業
を
、引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、今
年
度
か
ら
新
た
に
二
つ

の
事
業
を
立
ち
上
げ
、家
庭
や
地
域
の
教

育
力
の
向
上
の
推
進
を
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
す
。一
つ
目
は
、「
い
し
か
わ
の
家
庭

教
育
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」で

す
。こ
の
事
業
は
、家
庭
教
育
を
支
え
て
い

る
地
域
の
教
育
力
充
実
の
た
め
、社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
む
企
業
な
ど
の
活
動
と
、

家
庭
教
育
を
支
え
る
地
域
の
活
動
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
、ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。具
体
的

に
は
、企
業
が
実
施
す
る
科
学
教
室
や
工

場
見
学
な
ど
の
体
験
活
動
に
関
し
て
、県

が
市
町
の
公
民
館
等
へ
情
報
提
供
し
、公

民
館
職
員
な
ど
が
、子
供
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

親
子
活
動
な
ど
で
の
活
用
を
呼
び
か
け
る
、

あ
る
い
は
自
身
の
公
民
館
活
動
で
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
子
供
の
体
験
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。二
つ
目
は
、「
学
び
の
態
度
育
成
事

業
」で
す
。家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
中
、学
校
で
の
学
習
に
必
要
な
態

度
が
十
分
身
に
つ
い
て
い
な
い
児
童
生
徒

が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、子

供
た
ち
の
協
調
性
や
自
制
心
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
の
非
認
知
能
力
を
養
い
、

特
に
学
習
に
し
っ
か
り
と
向
か
う
力（「
学

び
の
態
度
」）を
育
む
た
め
に
、小
学
校
低

学
年
の
保
護
者
を
対
象
に
、家
庭
で
の
取

り
組
み
等
に
関
す
る
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
・
配
付
し
、家
庭
の
教
育
力
の
向

上
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。県

と
し
て
は
、新
た
に
策
定
し
た
計
画
の
実

現
に
向
け
、様
々
な
事
業
を
展
開
し
、生
涯

学
習
・
社
会
教
育
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
協
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、今
後
と
も
、県
の
施
策
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。※「
第
２
期
石
川
の
教
育

振
興
基
本
計
画
」に
つ
い
て
は
、県
教
育
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

pref.ishikaw
a.lg.jp/kyoiku/plan2/

index.htm
l

）に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
石
川
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

課
長
補
佐　

網
本　

弘
志

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

館　

長
（
再
）�

近
藤　

繁
彦

副
館
長
（
再
）�

森
澤　

哲
雄

　

◎
総
務
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
再
）
（
Ｇ
Ｌ
）�

○
安
達　

俊
夫

　

◎
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
Ｇ
Ｌ
）�

○
谷
村
誠
一
郎

担
当
課
長�

○
松
浦　

直
裕

　

◎
学
習
情
報
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
Ｇ
Ｌ
）�

石
野　
　

周

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
能
登
分
室

分
室
長
（
兼
務
）�

高
野　
　

勝

担
当
課
長
（
再
）�

○
山
本
登
紀
男

担
当
課
長
（
再
）�

○
藤
丸　

幸
一

担
当
課
長
（
再
）�

○
鬼
平　
　

隆

県
立
図
書
館

館　

長
（
再
）�

平
野　

恒
男

副
館
長�

橋
本　

正
哉

　

◎
総
務
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
Ｇ
Ｌ
）�

松
原　

英
樹

　

◎
企
画
協
力
グ
ル
ー
プ

主　

幹
（
Ｇ
Ｌ
）�

太
原　

倫
子

　

◎
利
用
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

主　

幹
（
Ｇ
Ｌ
）�

高
嶋　

厚
子

白
山
青
年
の
家

指
定
管
理
者
所
長�

吉
田　

亮
一

白
山
ろ
く
少
年
自
然
の
家

指
定
管
理
者
所
長�

崎
山
由
樹
夫

鹿
島
少
年
自
然
の
家

指
定
管
理
者
館
長�

西
川　

恒
明

能
登
少
年
自
然
の
家

指
定
管
理
者
館
長�

角
間　

邦
夫

自
然
史
資
料
館

指
定
管
理
者
館
長�

水
野　

昭
憲

✐
あ
と
が
き
✎

「
せ
っ
て
ん
」26
号
を
お
届
け
し
ま
す
。協
会

創
立
70
周
年
記
念
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。記
念
誌
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
や
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
会

員
各
位
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
社
会

教
育
の
振
興
に
寄
与
す
べ
く
一
歩
一
歩
前
進

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。皆
様
か

ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。�

（
森
澤
）

（
〇
印
は
新
任
）

人

事

往

来


